
釧路工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 物理A
科目基礎情報
科目番号 0033 科目区分 一般 / 必修
授業形態 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 建築学分野 対象学年 2
開設期 通年 週時間数 2

教科書/教材 【教科書】初歩から学ぶ基礎物理学「力学I」「熱・波動」（大日本図書）／【参考書】『よくわかる物理基礎＋物理』
（学研）／【問題集】『NEW PROGRAM 物理（上・下）』（秀文堂）／図書館に物理の参考書コーナーがあります

担当教員 松﨑 俊明,梅津 裕志
到達目標
1. 力学的エネルギー保存則について理解し，運動に関わる物理量を算出できる．
2. 剛体が静止する条件を理解し，力のつり合い・力のモーメントのつり合いを立式できる．
3. 放物運動，円運動，単振動，万有引力に関わる物理現象を基本法則に基づいて理解できる．
4. 熱と温度に関する諸現象を基本法則に基づいて理解し，気体の比熱・温度・体積・圧力を算出できる．
5. 正しく安全な実験操作を行い，実験方法・過程・結果を適切に報告書にまとめることができる．
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
力学的エネルギー保存則を含めた
物理法則を様々な運動状態に対し
て適用し，様々な物理量を導出で
きる．

力学的エネルギー保存則に関する
立式をし，基礎的な計算ができる
．

力学的エネルギー保存則に関する
立式をし，基礎的な計算ができな
い．

評価項目2
力のつり合い・力のモーメントの
つり合いを含めた物理法則を静止
した剛体剛体に対して適用し，様
々な物理量を導出できる．

棒やテコなどについて，力のつり
合い・力のモーメントのつり合い
を立式し，基礎的な計算ができる
．

棒やテコなどについて，力のつり
合い・力のモーメントのつり合い
を立式し，基礎的な計算ができな
い．

評価項目3
放物運動，円運動，単振動，万有
引力に関わる物理現象を基本法則
に基づいて理解し，様々な物理量
を導出できる．

放物運動，円運動，単振動，万有
引力に関わる物理量の基礎的な計
算ができる．

放物運動，円運動，単振動，万有
引力に関わる物理量の基礎的な計
算ができない．

評価項目4

熱量の保存則，ボイル・シャルル
の法則，理想気体の状態方程式を
用いて，気体の比熱・温度・体積
・圧力の変化を理解し導出できる
．

熱量の保存則，ボイル・シャルル
の法則，理想気体の状態方程式を
用いて，気体の比熱・温度・体積
・圧力の変化を計算できる．

熱量の保存則，ボイル・シャルル
の法則，理想気体の状態方程式を
用いて，気体の比熱・温度・体積
・圧力の変化を計算できない．

評価項目5

実験の物理的な基本原理を理解し
，操作手順の安全・精度・効率に
対する意義を理解し，分かりやす
く論理的な報告書を書くことがで
きる．

手順に沿って物理量の測定を行い
，方法・過程・結果を報告書にま
とめることができる．

手順に沿って物理量の測定を行い
，方法・過程・結果を報告書にま
とめることができない．

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 C
教育方法等

概要

物理現象を実体験として理解し，それを数量的，数式的にとらえる能力を養う．
科学的思考力を養うとともに，学ぶことの楽しさを実感してほしい．
物理A（2年生）では物理（1年生）の継続として主に力学，後期後半は応用物理（3年生）への接続として熱力学を扱う
．

＊この科目は釧路工業高等専門学校数理・データサイエンス・AI教育プログラム（リテラシーレベル）構成科目のひと
つである．

授業の進め方・方法

教師からの説明を最小限に行い，各自が演習問題を解くことを通して物理法則の理解・定着を図ります．
問題を解き，質問し，教え，相談する姿勢が必要とされますので，日常から安心して語り合える人間関係を築くように
生活してください．
授業で扱った問題をその日のうちに再度解き直すことで，知識・計算技術の定着を図ってください．

【準備するもの】教科書，ノート，ファイル・バインダー（演習プリントの整理），関数電卓
【合否判定】定期試験(4回)75%，その他の課題(レポート，小テスト等)25%で評価し，満点の6割以上を合格とする．
ただし，実験レポートが提出されていない場合については他の評価項目に関わらず不合格とする．
【再試験】得点率が6割未満の範囲の試験を受け，60点以上を合格とする．
【最終評定】合否判定点と同じ．ただし再試験で合格した者は60点とする．

注意点

【前関連科目】物理（1年生） 【関連科目】物理B（2年生） 【後関連科目】応用物理（3,4年生）

【コミュニケーション】誤った理解・先入観に気づくためには，他者とのコミュニケーションが不可欠です．授業やそ
の他の機会を使って，級友との学び合い，先輩や先生へ質問をしてください．
【日々の勉強】学問の約束事や公式は「暗記・活用・理解」を繰り返すことで知識として定着します．図書館やインタ
ーネット上の教材も積極的に活用してコツコツと繰り返し勉強してください．
【試験で必要な力】状況設定を読み取る「言葉の力」，どの法則を用いるべきかを「選択する力」，法則に沿って立式
し解を求める「計算する力」が必要となります．自分の弱点を意識して勉強してください．

授業の属性・履修上の区分
☑  アクティブラーニング ☑  ICT 利用 ☑  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期 1stQ
1週

ガイダンス
仕事・仕事率の確認 pp.94-99
力学的エネルギー pp.100-107

仕事と仕事率を算出できる．
運動エネルギー，位置エネルギー（重力，弾性力）を
算出できる．

2週 力学的エネルギー保存則 pp.108-116
力学的エネルギー保存則を立式し，さまざまな物理量
を求めることができる．
摩擦力による熱エネルギーを計算することができる．



3週 ◆演習◆ 前期１ー２週 前期１ー２週に関連する問題を解くことができる．

4週 ベルトル（位置，速度，力） pp.20-24, 35-37
物理量をベクトル（図，成分）として表記できる．
ベクトルの加減算により相対速度を求めることができ
る．

5週 力のつり合い pp.38-55 力のつり合いをベクトル（図，成分）として計算でき
る．

6週 力のつり合い pp.38-55 力のつり合いをベクトル（図，成分）として計算でき
る．

7週 ◆演習◆ 前期４−６週 前期４−６週に関連する問題を解くことができる．
8週 《《《《《《　前期中間試験　》》》》》》 ５０分試験

2ndQ

9週 答案返却・解説
力のモーメント（資料配布） 力のモーメントを求めることができる．

10週 剛体のつり合い（資料配布） 剛体における力のつり合いを立式することができる．
11週 重心（資料配布） 幾何学的な図形の重心を算出できる．
12週 ◆演習◆ 前期９−１１週 前期９−１１週に関連する問題を解くことができる．

13週 等速度・等加速度運動の確認 pp.8-19
自由落下・鉛直投射 pp.25-28

1次元の等速度・等加速度運動に関する計算ができる．
自由落下，鉛直投げ上げ運動での物体の座標・速度・
時間に関する計算ができる．

14週 水平投射・斜方投射 pp.28-32 水平投射・斜方投射での物体の座標・速度・時間に関
する計算ができる．

15週 ◆演習◆ 前期１３−１４週 前期１３−１４週に関連する問題を解くことができる
．

16週 《《《《《《　前期期末試験　》》》》》》 ５０分試験

後期

3rdQ

1週 答案返却・解説
等速円運動 pp.118-126

等速円運動の速度・角速度・周期・回転数を相互変換
できる．

2週 等速円運動 pp.118-126 等速円運動の加速度・向心力を計算できる．

3週 万有引力の法則 pp.140-156 万有引力の大きさ・位置エネルギーを計算できる．
惑星・衛星の運動を等速円運動として計算できる

4週 単振動 pp.127-138
単振動の変位・速度・加速度・力の関係を説明できる
．
単振子，ばね振子の周期を求めることができる．

5週 ◇実験◇ 単振動（単振子，ばね振子） p.132,
pp.136-137

単振子の周期を測定し，重力加速度を求める．
ばね振子の周期を測定し，ばね定数を求める．

6週 単振動 pp.127-138
単振動の変位・速度・加速度・力の関係を説明できる
．
単振子，ばね振子の周期を求めることができる．

7週 ◆演習◆ 後期１−６週 後期１−６週に関連する問題を解くことができる．
8週 《《《《《《　後期中間試験　》》》》》》 ５０分試験

4thQ

9週 答案返却・解説
熱と温度，比熱と熱容量 pp.10-16

原子・分子の熱運動と熱・温度の関連を説明できる．
比熱・熱容量を用いた計算ができる．

10週 熱量保存則 pp.17-18 熱量保存則の式を立てて，比熱測定の原理を説明でき
る．

11週 ◇実験◇ 比熱の測定 pp.14-18 金属試料の比熱を測定し，金属の種類を推定する．

12週 熱膨張，熱の伝導の仕方 pp.22-28 熱膨張立を用いた計算がきる．
熱伝導・熱放射・対流を説明できる．

13週 ボイル・シャルルの法則 pp.30-37 ボイル・シャルルの法則を用いて，機体の温度・圧力
・体積を計算できる．

14週 理想気体の状態方程式 pp.37-39 状態方程式を用いて，機体の温度・圧力・体積・物質
量を計算できる．

15週 ◆演習◆ 後期９−１４週 後期９−１４週に関連する問題を解くことができる．
16週 《《《《《《　後期期末試験　》》》》》》 ５０分試験

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週

基礎的能力 自然科学 物理 力学

速度と加速度の概念を説明できる。 3 前4,前7,前
13,前15

等加速度直線運動の公式を用いて、物体の座標、時間、速度に関
する計算ができる。 3 前13,前15

平面内を移動する質点の運動を位置ベクトルの変化として扱うこ
とができる。 3 前4,前7

自由落下、及び鉛直投射した物体の座標、速度、時間に関する計
算ができる。 3 前13,前15

水平投射、及び斜方投射した物体の座標、速度、時間に関する計
算ができる。 3 前14,前15

物体に作用する力を図示することができる。 3 前5,前6,前
7

力の合成と分解をすることができる。 3 前5,前6,前
7

重力、抗力、張力、圧力について説明できる。 3 前5,前6,前
7

フックの法則を用いて、弾性力の大きさを求めることができる。 3 前5,前6,前
7

質点にはたらく力のつりあいの問題を解くことができる。 3 前5,前6,前
7



静止摩擦力がはたらいている場合の力のつりあいについて説明で
きる。 3 前5,前6,前

7

最大摩擦力に関する計算ができる。 3 前5,前6,前
7

仕事と仕事率に関する計算ができる。 3 前1,前2,前
3

物体の運動エネルギーに関する計算ができる。 3 前1,前2,前
3

重力による位置エネルギーに関する計算ができる。 3 前1,前2,前
3

弾性力による位置エネルギーに関する計算ができる。 3 前1,前2,前
3

力学的エネルギー保存則を様々な物理量の計算に利用できる。 3 前2,前3
周期、振動数など単振動を特徴づける諸量を求めることができる
。 3 後4,後7

単振動における変位、速度、加速度、力の関係を説明できる。 3 後4,後7
等速円運動をする物体の速度、角速度、加速度、向心力に関する
計算ができる。 3 後1,後2,後

7
万有引力の法則から物体間にはたらく万有引力を求めることがで
きる. 3 後3,後7

万有引力による位置エネルギーに関する計算ができる。 3 後3,後7

力のモーメントを求めることができる。 3 前9,前
10,前12

剛体における力のつり合いに関する計算ができる。 3 前10,前12
重心に関する計算ができる。 3 前11,前12

熱

原子や分子の熱運動と絶対温度との関連について説明できる。 3 後9,後
12,後15

時間の推移とともに、熱の移動によって熱平衡状態に達すること
を説明できる。 3 後10,後

12,後15

物体の熱容量と比熱を用いた計算ができる。 3 後9,後
10,後15

熱量の保存則を表す式を立て、熱容量や比熱を求めることができ
る。 3 後10,後15

動摩擦力がする仕事は、一般に熱となることを説明できる。 3 前2,前3,後
15

ボイル・シャルルの法則や理想気体の状態方程式を用いて、気体
の圧力、温度、体積に関する計算ができる。 3 後13,後

14,後15

物理実験 物理実験

測定機器などの取り扱い方を理解し、基本的な操作を行うことが
できる。 3 後5,後11

安全を確保して、実験を行うことができる。 3 後5,後11
実験報告書を決められた形式で作成できる。 3 後5,後11
有効数字を考慮して、データを集計することができる。 3 後5,後11
力学に関する分野に関する実験に基づき、代表的な物理現象を説
明できる。 3 後5

熱に関する分野に関する実験に基づき、代表的な物理現象を説明
できる。 3 後11

工学基礎

工学実験技
術(各種測定
方法、デー
タ処理、考
察方法)

工学実験技
術(各種測定
方法、デー
タ処理、考
察方法)

物理、化学、情報、工学における基礎的な原理や現象を明らかに
するための実験手法、実験手順について説明できる。 2 後5,後11

実験装置や測定器の操作、及び実験器具・試薬・材料の正しい取
扱を身に付け、安全に実験できる。 2 後5,後11

実験データの分析、誤差解析、有効桁数の評価、整理の仕方、考
察の論理性に配慮して実践できる。 2 後5,後11

実験テーマの目的に沿って実験・測定結果の妥当性など実験デー
タについて論理的な考察ができる。 2 後5,後11

実験ノートや実験レポートの記載方法に沿ってレポート作成を実
践できる。 2 後5,後11

実験データを適切なグラフや図、表など用いて表現できる。 2 後5,後11
実験の考察などに必要な文献、参考資料などを収集できる。 2 後5,後11
実験・実習を安全性や禁止事項など配慮して実践できる。 2 後5,後11
個人・複数名での実験・実習であっても役割を意識して主体的に
取り組むことができる。 2 後5,後11

共同実験における基本的ルールを把握し、実践できる。 2 後5,後11
レポートを期限内に提出できるように計画を立て、それを実践で
きる。 2 後5,後11

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 75 0 0 0 25 0 100
基礎的能力 75 0 0 0 25 0 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0


